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問
公
約
は
「
住
み
や
す
い

ま
ち
」「
活
力
あ
る
ま
ち
」

「
自
立
し
た
ま
ち
」
を
掲

げ
て
施
策
を
取
り
組
む
と

し
て
い
る
。
そ
の
基
な
る

考
え
と
、
将
来
世
代
を
も

睨
ん
だ
方
向
性
は
。

答
人
口
減
少
、
不
確
実
な

実
勢
が
予
測
さ
れ
る
中
、

「
人
」
と
い
う
視
点
が
重

要
。
地
域
に
根
ざ
し
た
市

民
を
視
点
に
、
市
民
生
活

の
向
上
、
地
域
経
済
の
安

定
、
持
続
可
能
な
行
政
運

営
を
主
要
な
柱
と
し
た
。

未
来
に
負
の
財
産
を
残
さ

な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
未

来
へ
の
投
資
と
な
る
施
策

を
実
行
す
る
こ
と
を
念
頭

に
お
い
て
い
る
。

問
飛
驒
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
地
方
都
市
の
牽

引
役
な
ど
役
割
は
大
き
い
。

大
都
市
と
対
峙
す
る
地
方

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

中
、
各
都
市
は
地
球
規
模

で
そ
れ
ぞ
れ
が
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
る
時
代
に
は
い

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
高

山
市
と
し
て
は
、
一
歩
先

を
行
き
、
将
来
の
布
石
を

打
つ
取
り
組
み
が
必
要
。

他
の
市
町
村
と
連
携
を
し

て
進
め
る
。

問
来
年
か
ら
施
行
さ
れ
る

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

は
。
林
業
の
産
業
化
を
期

待
で
き
る
の
か

答
年
間
７
千
２
百
万
円
を

活
用
で
き
る
。
森
林
施
業

を
進
め
る
に
は
境
界
明
確

化
が
必
要
、
そ
こ
か
ら
始

め
る
。
平
成
45
年
に
は
2

億
円
以
上
と
な
り
、
森
林

環
境
を
守
り
な
が
ら
林
業

の
活
性
化
を
目
指
す
。

問
子
育
て
世
代
の
医
療
費

軽
減
と
は
。

答
病
気
や
障
害
で
高
度
な

医
療
を
受
け
る
た
め
に
遠

隔
地
へ
通
院
す
る
子
ど
も

を
対
象
に
、
補
助
を
検
討

し
て
い
る
。
移
動
や
宿
泊

に
多
額
の
費
用
が
か
か
っ

て
い
る
。
ま
ず
は
そ
の
支

援
を
手
掛
け
て
い
き
た
い
。

問
熱
中
症
で
の
痛
ま
し
い

事
故
が
発
生
し
た
が
、
学

校
の
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
の
考
え
は
。

答
気
象
環
境
の
変
化
等
に

伴
い
必
要
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
早
い
う
ち
に

段
階
的
に
設
置
す
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
。
地
元
の

関
係
業
界
の
方
々
と
の
情

報
も
勘
案
し
て
進
め
て
い

き
た
い
。

問
市
民
の
不
安
と
な
っ
て

い
る
飛
驒
地
域
の
医
師
確

保
に
向
け
た
具
体
策
は
。

答
岐
阜
大
学
医
学
部
地
域

枠
に
出
身
市
町
村
内
の
医

療
機
関
に
一
定
期
間
勤
務

を
義
務
付
け
る
「
地
域
医

療
コ
ー
ス
」
が
新
た
に
設

置
さ
れ
る
。
将
来
の
医
師

確
保
が
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
枠
組
み
に
参

加
し
た
い
。
修
学
資
金
に

つ
い
て
も
従
来
の
修
学
資

金
貸
与
制
度
の
貸
与
額
に

上
乗
せ
分
が
加
算
さ
れ
貸

与
さ
れ
る
。
上
乗
せ
分
の

費
用
は
市
町
村
が
負
担
す

る
が
、
出
身
市
町
村
か
圏

域
内
の
医
療
機
関
で
一
定

期
間
勤
務
す
れ
ば
返
還
が

免
除
さ
れ
る
。

問
日
本
の
中
高
年
は
、
社

会
貢
献
意
欲
が
旺
盛
で

「
生
き
が
い
」
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
求
め
て
い
る

デ
ー
タ
が
あ
る
。
高
山
で

も
同
様
の
調
査
結
果
が
あ

り
、
そ
の
存
在
は
大
き
な

資
源
。
高
い
敷
居
や
体
の

不
安
を
感
じ
て
い
る
中
高

年
を
も
貢
献
活
動
に
多
く

取
り
込
め
れ
ば
、
社
会
に

も
本
人
に
も
大
変
有
効
。

中
高
年
に
特
化
し
た
気
軽

な
入
口
の
マ
ッ
チ
ン
グ
制

度
は
で
き
な
い
か
。

答
市
も
同
様
の
考
え
。
類

似
の
制
度
は
市
や
福
祉
協

議
会
に
あ
る
が
、
主
旨
の

取
り
組
み
に
は
関
係
機
関

と
も
議
論
を
深
め
る
。

問
高
山
で
は
毎
年
３
０
０

件
以
上
の
刑
法
犯
罪
と
数

件
の
凶
悪
犯
罪
が
発
生
し

て
い
る
。
犯
罪
被
害
者
や

家
族
は
、
そ
の
直
接
的
被

害
の
み
な
ら
ず
、
後
の
生

活
で
も
著
し
い
困
難
を
被

る
。
全
国
の
自
治
体
で
支

援
条
例
を
策
定
し
国
の
救

済
制
度
を
補
っ
て
い
る
が
、

市
の
取
り
組
み
は
。

答
現
行
は
既
存
の
施
策
で

対
応
。
条
例
制
定
は
県
警

か
ら
の
要
請
も
あ
る
が
課

題
も
多
い
。
見
舞
金
な
ど

を
県
内
で
統
一
制
度
化
で

き
な
い
か
検
討
中
。

問
初
期
消
火
ボ
ッ
ク
ス
は

一
部
地
域
で
不
足
や
遼
遠

な
状
況
が
あ
る
。
設
置
に

お
い
て
利
便
性
や
防
災
力

よ
り
、
市
の
事
務
的
基
準

が
優
先
さ
れ
て
い
る
の
は

改
め
る
べ
き
だ
。

答
基
準
は
維
持
し
つ
つ
町

内
会
や
自
主
防
と
協
議
し

適
正
配
置
を
考
え
る
。
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國
島
市
政
３
期
目
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
は

中
高
年
の
社
会
貢
献
意

欲
は
大
き
な
資
源
‼

活
用
で
生
き
が
い
創
出

‼

市
長
選
挙
で
の
國
島

市
長
の
公
約

犯
罪
被
害
者
支
援
条
例

住
民
目
線
で
初
期
消
火

ボ
ッ
ク
ス
の
配
置
を

國
島
市
政
３
期
目
は
将
来

の
姿
を
ど
う
考
え
、描
き
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
の
か

子
育
て
支
援
策
の
強
化

に
対
し
て
の
具
体
策
は

教
育
環
境
の
整
備
の
具

体
的
な
方
向
性
は

医
療
・
福
祉
政
策
の
強
化

へ
の
具
体
的
な
方
向
性
は


